
頚神経叢

頚神経叢 (P I. cervicalis) 

解剖

1 .頚部脊髄神経 (後枝)は後頭下神経 (CtO)後

枝)として項部の諸筋を支配し 、大後頭神経 (C2

の後校)は後頭部の皮膚の知覚を盲j ど る 。

頚神経 (後枝)は項部の知覚を司どる 。

1I 圭頁剖~ ;寄世直キ申幸圭 ( 盲可ヰ支 ) ，よ 歪頁音日宇申来歪蔓Eを キ7存llX:し、

積部 の皮1替、筋肉に分イIJ する 。
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皮絞

小後頭神経 (手L尖枚)→側iJn乳笑15日皮H与へ 。

大耳介神経 (同介校)→R 介、 ιl下 JJ永部皮 I荷 。

頚皮神経 (千良部横断校) →甫旬 、 11切 手J( ;}15皮膚 。

鎖骨上神経→ Ïj'í骨の上下 、 屑の皮 11旬 。

首iñヰ支

後 翠i部筋、胸鋪'fL突筋及びf曽 JIJ rl筋に(副神経と共

に )、 舌下神経係蹄 (預神経ワ ナ A nsa cervicails ) とし

て TE--下神経と吻合し て舌省下筋群へ枝を送 る 。

横隔神経(N. phreni cu s) として C，を中心にその上

下の誠神経が集り、 前斜角筋の前を通り、 JJ旬胞に

入り、 心識と胸膜縦隔部の聞を下行し肺門の前を

通り横隔膜に到る 。

臨床

1.圭頁音E後頭神経痛 ( Cervico - occipital neuralgia ) :上鎖

部の外傷、感染、心因悦緊張、脊椎症 、 腫掃など

による 。

A B 
一λ

舌下神経 (潤 )

大耳介神経

， 1、後頭神経

冨Ij卒中華圭 ( 氾 )
直員舌脅有志

月旬鎖宇L:芙筋へ

D 

胸骨甲状筋

甲状舌脅筋

l"ll吾fS皮神経

僧CjJ冒筋へ

何
千
主
主
叫
山

色
J
r平
2

E匂骨舌骨 ~îí

(後) (中) (前)
肩 甲き骨筋

鎖骨よ神経

2 償隔膜麻療: C.より上の額悩障害、flIリ頓音IS 、胸

部縦隔の病変でみられる。

3 圭員部強直: 預部病変、後頭蓋潟H重傷、髄膜炎な

ど による 防禦的反射である 。
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